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カーポート基準風速 V0への表記統一

カーポート(駐輪場)の耐風圧表記が基準風速 V0に統一となります。
2024年春よりエクステリア工業会ではカーポートと駐輪場の耐風圧強度を基準風速 V0へ統一。（工業会指針での統一）
建築基準法に定められた計算方法を元に、2024年春よりLIXILの全カーポートと駐輪場を基準風速 V0に統一します。 

1 カーポート（駐輪場）の設置可能エリアが拡大

２

カーポート・駐輪場も 
ネスカはV0＝34m/s以上、 
フーゴはV0＝36m/s以上と 
設置可能エリアが広がり、
提案の幅が広がります。

基準風速 V0 46m/s地域対応のカーポートが選択可能

３ 建築基準法に対応するLIXILのカーポート

1. 3点訴求ポイント

カーポートSC1500
カーポートSW/STは、
V0＝46m/s地域まで対応してお
り、安心してお選びいただけます。 

建築基準法の規定に基づき指定された国土交通省の告示410号におい
て、アルミニウム合金造に関する安全上必要な技術基準が定められて
います。LIXILのカーポートは全てこの基準をクリアしています。 

         【フーゴR 1台用の場合】

 （表記統一前）       （表記統一後）
   V0＝34m/s    ⇒    V0＝36m/s



4

カーポート基準風速 V0への表記統一2. 市場・マーケットについて

市場には耐風圧表記が2種類存在しています。

■現状
・Vex ：「全国エクステリア工業会」が独自に定めた風速 ・V0 ：「建築基準法施行令」で定められた基準風速 

【総合カタログ】

カーポートSC：Vex＝42 m/s
再現期間：10年

■課題
・異なる基準が混在し、ユーザー・流通へ誤解を与える

・Vexの基準を定めた、全国エクステリア工業会が2016年
   に消滅している（※日本エクステリア工業会へ統一）

【建築基準法対応カタログ】

カーポートSC：V0＝34 m/s
再現期間：50年

＜一般社団法人 日本エクステリア工業会とは＞

エクステリア製造企業を会員とする、市場発展を目的とした業界団
体
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カーポート基準風速 V0への表記統一2. 市場・マーケットについて

日本エクステリア工業会指針により、加盟メーカーが基準風速 V0への表記統一。

■現状

■今後

・今までは各メーカー判断のもと、製品に吹く風に対して製品が耐えうる強さとして、
自社基準「耐風圧強度」や「耐風性能」といった表記を用い風速に相当する数値で表していました。

・昨今の大型台風の増加、異常気象に伴う損害の対応として建築業界で一般的なV0での
説明を求められる機会が増加し、今後は製品の強さを表す自社基準表記から基準風速V0表記に統一し、      
各メーカーのカーポートの性能比較をわかりやすくするとともに地域にあったカーポートを選びやすくして
いきます。
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カーポート基準風速 V0への表記統一2. 市場・マーケットについて

基準風速 V0とは、国土交通省が地域ごとに定めた風速。

■基準風速 V0(ブイゼロ)とは・・・？

基準風速 は建設省（現国土交通省）告示第1454号で定められた
もので、その地域における過去の台風の記録に基づく風害の程度
や、その他の風の性状に応じて、30m/s～46m/sまでの範囲内にお
いて国土交通大臣が定める風速。
カーポートの耐風圧強度は基準風速を元に算出しています。
（地表面租度区分 Ⅲ地区で算出）
設置する地域の基準風速に対応するカーポートをお選びください。
                                                  出典：一般社団法人 日本エクステリア工業会 

V0＝34m/s 対応商品

V0＝34m/s以下の地域に設置できる
強度を有した商品

＝
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カーポート基準風速 V0への表記統一3. 商品投入の狙い

LIXILでは記載するV0値を、実験結果に基づくV0値に変更します。
V0値の計算方法は2種類の方法が認められています。

■V0値の計算方法

風圧力計算 ① 風圧力計算 ②
  • 屋根形状に関わらず、一般的な構造を想定した
     した計算方法

• 実験結果に基づき、各構造物の屋根形状を想定
     した計算方法

屋根を有する
壁のない建築物

風圧力＝速度圧 × 風力係数 「風力係数」：建築物が風力を受ける度合いを表わす係数

※出典：平成12年5月31日建設省告示第1454号

※風洞実験結果に基づいて風速を算出する方法は、
   法令で認められています。

どちらの計算方法も法令で認められた正しい考え方です。

＜補足＞風圧力計算①と②では、「風力係数」の値が異なります



8

カーポート基準風速 V0への表記統一4. 商品特長

24年度版 カーポート関係の全てのカタログとWEBをV0表記へ統一。

■各チャネルに適したV0表記の販促ツール

新商品ニュース ３点訴求パネル 単品カタログ･チラシ WEB 見積･発注システム

仕様

・紙カタログ
・WEBカタログ

・PDF ・紙カタログ
・WEBカタログ

・商品WEBページ
・プロダクトサーチ

・プラグイン（現場対応）
・SSH
・GSH

イメージ
イメージ イメージ イメージ イメージ イメージ
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4. 商品特長 カーポート基準風速 V0への表記統一

設置可能エリアが広がり、提案の幅が広がるラインアップに。

【フーゴF 2台用】   V0＝34m/s    ⇒     V0＝40m/s

【ネスカF 2台用】   V0＝34m/s    ⇒     V0＝36m/s

一例：
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4. 商品特長 カーポート基準風速 V0への表記統一

24年3月より、タイプによりV0値が異なりますのでご注意ください。
ネスカ＝V0 34m/s以上 /フーゴ＝V0 36m/s以上。

■V0値一覧（代表機種）
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4. 商品特長

基準風速 V0への表記統一に伴い、一部機種に仕様変更があります。
カーポート基準風速 V0への表記統一

■仕様変更例（フーゴR・ミニ）
仕様変更前 仕様変更後

ミニ・パークは柱位置が変更（内側に移動）となります（L29のみ）。
部材の加工と取付説明書が変更となります。

内
側
に
な
る

別紙：フーゴとネスカの L29
新旧対比表をご覧ください

https://www.biz-lixil.com/service/law/aluminum/carport/
https://www.biz-lixil.com/service/law/aluminum/carport/
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4. 商品特長

基準風速 V0への表記統一に伴い、一部機種に仕様変更があります。
カーポート基準風速 V0への表記統一

■仕様変更例（形材変更）

【対象機種】

フーゴR袖壁1台用

【変更内容】

母屋、梁、柱、袖壁梁の型材を変更します。
※製品外観の変更はありません。関連：商品事務連絡（管理No202309035）
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4. 商品特長

基準風速 V0への表記統一に伴い、一部機種に仕様変更があります。
カーポート基準風速 V0への表記統一

■仕様変更例（屋根材幅変更） ■仕様変更例（カバーねじピッチ変更）

【対象機種】

フーゴF2台用、フーゴF3台用、ネスカF2台用

【変更内容】

屋根材幅を変更します。
認定番号は変更ありません。（メーカー、材質変更なし）
関連：商品事務連絡（管理No202309035）

【対象機種】

ネスカR1台用（W27）

【変更内容】

カバーねじピッチ（垂木・側枠カバー）を変更します。
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4. 商品特長

基準風速 V0への表記統一に伴い、一部機種に仕様変更があります。
カーポート基準風速 V0への表記統一

■仕様変更例（耐風圧パッケージ、柱内側300ｍｍ移動オプション）

【対象】

耐風圧パッケージ、柱内側300ｍｍ移動オプション

【変更内容】

耐風圧パッケージ：前・後枠補強材を新規設定します。
柱内側300ｍｍ移動オプション：母屋補強材の形材（材質）変更します。
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5. 価格の考え方

基準風速 V0への表記統一に伴い、一部商品の上代価格を変更。

カーポート基準風速 V0への表記統一

■上代価格変更
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5. 価格の考え方

基準風速 V0への表記統一に伴い、一部商品の新規設定、材質を変更。

カーポート基準風速 V0への表記統一

■新規設定（耐風圧パッケージ補強材追加）

■材質変更（上代価格変更無し）
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6. ツールについて（カタログ） カーポート基準風速 V0への表記統一

V0への表記統一に伴い、カタログのピクトを変更。
【耐風圧強度 風速●●m/s相当】 → 【基準風速 V0＝●●m/s】へピクトを変更しますので、ご注意ください。

▼エクステリア総合カタログ / ダイジェスト総合カタログ / カーポートカタログなどの掲載イメージ

▼公共エクステリア総合カタログの掲載イメージ

▼カーポート建築基準法カタログの掲載イメージ
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6. ツールについて（カタログ） カーポート基準風速 V0への表記統一

カタログ名 掲載情報

エクステリア総合カタログ
ダイジェスト総合カタログ
カーポートカテゴリ
高強度カーポート
SC単品カタログ
フーゴ単品カタログ

サイドスクリーン情報の紹介あり

建築基準法カタログ サイドスクリーン情報の紹介無し

カーポートカタログと建築基準法カタログでは掲載商品が異なります。
従来より、サイドスクリーン付きは風速表示をしていないため、建築基準法カタログの掲載対象外となります。
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6. ツールについて（仕様規定確認書） カーポート基準風速 V0への表記統一

仕様規定確認書は、ビジネス情報サイトからダウンロードが可能です。
”発注日” にて仕様規定確認書の【2月末まで】 もしくは 【3月以降】 の2種類から選択してください 。

ビジネス情報サイト  カーポート確認申請帳票

https://www.biz-lixil.com/service/law/aluminum/carport/
https://www.biz-lixil.com/service/law/aluminum/carport/


見積システム
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7. 見積システムについて

見積システムは、24年3月1日より一斉切替えします。
並行販売期間は3カ月となります（在庫限り）。

カーポート基準風速 V0への表記統一

見積システム： 24年3月1日より一斉切替
並行販売期間： 3カ月（在庫限りで終了）
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7. 見積システムについて

SSH・GSH・プラグイン（フーゴ・ネスカ）に対応。 
2024年3月公開予定。 

SSH
（セット仕様入力）

GSH
（画像仕様入力）

プラグイン
（フーゴ・ネスカ）

公開予定日 2024年3月 2024年3月 2024年3月

イメージ

商品コードを
一斉切替するため3月公開

商品コードを
一斉切替するため3月公開

商品コードを
一斉切替するため3月公開

カーポート基準風速 V0への表記統一

イメージ イメージ イメージ




